
「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」

と
は

？

廣

田

頼

道

小
僧
時
代
の

「行
学
講
習
会
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、

再
三
再
四

「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」
の
相
違
点
を
教

え
ら
れ
た
。

教
え
ら
れ
た
事
を
、
普
段
の
生
活
で
使
う
言
葉
で
単
純
に

表
現
さ
せ
て
貰
う
と
。

末
法
の
衆
生
は
釈
尊
在
世
の

「本
巳
有
善
」
の
衆
生
と

違
い
、
釈
尊
か
ら
下
種
を
受
け
て
い
な
い

「本
未
有
善
」

の
救
わ
れ
難
い
衆
生
だ
か
ら
、
末
法
の
教
主
、
日
蓮
大

聖
人
か
ら
妙
法
を
下
種
さ
れ
な
け
れ
ば
、
成
仏
出
来
な

い
衆
生
な
ん
だ
。

こ
う
い
う
趣
旨
で
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

あ
く
ま
で
も
仏
法
の
中
心
は
釈
尊
で
あ
っ
て
、
末
法
の

衆
生
は
釈
尊
よ
り
在
世
に
下
種
を
受
け
る
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
落
ち
こ
ば
れ
の
衆
生
だ
か
ら
、
釈
尊
に
替
わ
っ

て
、
日
蓮
大
聖
人
よ
り
下
種
を
受
け
な
け
れ
ば
救
わ
れ

る
事
の
な
い
衆
生
で
あ
る
。

こ
う
い
う
解
釈
に
な
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
釈
尊
と
在
世

が
中
心
の
表
現
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
日
蓮
大
聖
人
の

十
界
曼
荼
羅
本
尊
を
拝
み
乍
ら
、
釈
尊
を
本
仏
本
尊
と
し
、

未
法
に
釈
尊
の
法
華
経
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て

日
蓮
大
聖
人
を
日
蓮
大
菩
薩
と
位
置
づ
け
て
い
る
身
延
日
蓮

宗
系
の
法
門
と
何
も
変
わ
ら
な
い
思
考
回
路
だ
と
い
う
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
あ
そ
う
な
ん
だ
と
思
っ
て
今
迄
生
き
て
き
た
け
れ
ど
も
、

ど
う
考
え
て
も
、
こ
の
方
程
式
で
は
釈
尊
を
中
心
に
し
た
仏

教
の
脈
絡
か
ら
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法

へ
と
切
り
替
わ
る
事
に

矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
と
考
え
、
こ
こ
に
素
朴
な
疑
間
を
投

げ
掛
け
、
日
蓮
正
宗
が
長
年
抱
え
て
、
混
乱
を
混
乱
と
も
思

わ
ず
得
意
満
面
、
涼
し
げ
に
過
ご
し
て
い
る
点
を
治
療
し
整

理
し
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

つ
´
＾
υ



第

一
に
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
の
根
幹
は
、
二
祖
日
興
上

人
が

「日
興
遺
誡
置
文
」

（学
林
版
４
Ｐ
）
の
冒
頭
に
掲
げ

ら
れ
た

「夫
れ
以
れ
ば
末
法
弘
通
の
恵
日
は
極
悪
謗
法
の
闇
を
照
し
、

久
遠
壽
量
の
妙
風
は
伽
耶
始
成
の
権
門
を
吹
き
払
う
。
於
戯

仏
法
に
値
う
こ
と
希
に
し
て
喩
を
曇
華
の
蓋
に
仮
り
類
を
浮

木
の
穴
に
比
せ
ん
、
尚
以
て
足
ら
ざ
る
も
の
か
、
愛
に
我
等
、

宿
縁
深
厚
な
る
に
依
て
幸
に
此
の
経
に
遇
い
奉
る
こ
と
を
得

た
り
、
随

っ
て
後
学
の
為
に
条
目
を
筆
端
に
染
む
る
事
、
偏

え
に
廣
宣
流
布
の
金
言
を
仰
が
ん
が
為
な
り
。
」

の
言
葉
は
、
明
確
に
釈
尊
中
心
の
仏
教
を

「伽
耶
始
成
の
権

門
」
と
し
、
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
を

「久
遠
壽
量
の
妙
風
」

と
し
て

「吹
き
払
う
」
事
こ
そ
大
事
で
あ
り
、
廣
宣
流
布
で

あ
る
。
末
法
の
衆
生
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
事
こ
そ
、

「宿
縁

深
厚
な
る
に
依
て
幸
に
此
の
経
に
遇
い
奉
る
こ
と
を
得
た
り
」

と
し
、
在
世

・
正

・
像
の
時
代
に
生
ま
れ
る
よ
り
も
、
末
法

に
こ
そ
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」
の
立
て
分
け
は
、

〈本

因

。
本
果
〉

〈文
上

。
文
底
〉
の
法
門
解
釈
の
整
理
方
法
と

し
て
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
寛
上
人
の
著
述
の
中
で
、
「本
已
有
善
」
「本

未
有
善
」
に
関
す
る
代
表
的
な
御
文
を
少
し
長
く
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
二
つ
引
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〈サ
イ
ド
ラ
イ
ン
尚
‐‐
□
①
②
③
等
は
筆
者
の
加
筆
で
す
。〉

「観
心
本
尊
抄
文
段
下
」
倉
不
要
四
２
７
９
～
２
８
ｌ
Ｐ
）

次

．詳
〓
スト
種
脱

者́
、
此

．為
≧
一段
・ｂ
洲
訓
饉
翻
劉
ｄ
剌

棚
翻
「
「
川
網
馴
ｄ
馴
『
刻
劉
「
ヨ
鮒
馴
訓
期
『
＝
胴
「
初
二略
シ

劃
引
利
司
呵
劃
可
劃
到
訓
引
劉

等
．ム
云
、
証
真
云
ク
経
二
云
ク
以
二
是
ノ
本
因
縁

・今
説
）
法
華
経
）

．ム一ム］田「「伸神渕嗣□「ョ円］州］「「細「「相］「口『「用出［「「「「「「‐「］「『「”均∃一‐「「「【円

引
日
劇
川
「
判
川
訓
胴
引
馴
引
州
ｄ
副
「
副
ヽ
是
レ則
因
日
日

圏
ノ故
也
、
末
法
ノ機
縁
ハ皆
是
計
旧
困
口
圏
ノ
衆
生
也
故
二疏
ノ

刊
朝
馴
倒
劃
酬
馴
翻
馴
劉
刈
顆
胴
劃
苺
ス
‐
冽
「
割
ダ
ヽ
太

田
抄
二
云
ク
今
入
却
末
法

・二在
世
結
縁
ノ
者
漸
々
二衰
微
シ権
実
ノ
一
一

機
皆
悉
ク
尽
計
Ш
圏
岡
□
出
二
現
孝
於
世
ｒ
乃
撃
ｙ
母
鼓
一
時
也

文
教
行
証
抄
唱
法
華
題
目
抄
等
略
」
之
レ
フ
Ь
ガ

ニ
明
輩
能
説
′
教

明
尊在
末
ノ
機
縁
・フ者
謂
ク
在
世
ノ
機
縁
ハ皆
是

ニ
　
　

　

ノ

　

　

　

ニ

也
、
故

疏

十

云

迦
以
レ
小

而
将
二護

之
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主
）者
凡
熟
脱
ノ
教
主
ハ必
ス
是
レ
色
相
荘
厳
／
尊
形
也
、
故
二経
ニ

一ム
我
以
”
相

厳
レ身

光
明
照
二世
間
ヽ

無
量

衆

．所レ
レ
尊

為
二説
）
実
相
ノ
印
″
等
．ム
云
、
文
ノ
四
二
云
ク身
相
爛
着
光
色
端
厳

為

・衆
二所
尊
一則
可
↓
信
受
″
．ム
云
、
弘
ノ
六
二
云
ク
或
ハ
恐
ハ度
セ
ン

者
心

一生
↓
軽
慢
・謂

仏

身
相
不
”バ
具

不
レ
能
一
Ｔ
む
一受
刺

道
フ、
乃
至
是
ノ
故
二相
好
自
ラ
厳
コ
其
ノ身
・ヲ等
一本
云
、
当
に
知
ル
熟

脱
ノ
化
主
ハ利
二益
前
日
日
圏
噂
衆
生
マ

若
シ
不
”
ハ厳
“其
ノ身
マ

則

所
化

衆
生
心

一生
一軽
慢
ヽ

有
下
破
二
下
種

善
根
・之

損
上
、
是
ノ
故
二荘
二厳
孝
其
ノ身
・ヽフ令
鼻所
説
フ
シ

一
テ
　
心
二信
受
辞

熟
二脱
スル
宿
善
↓故
二熟
脱
ノ
教
主
ハ必
ス
是
レ
色
相
荘
厳
ノ
形
貌
也
、

若
シ
下
種
ノ
教
主
ハ利
二益
ス
コ
困
因
日
固
ノ衆
生
・フ所
以
ハ逆
縁
フ

為
「
面

故

．雖
碑
見
一
外
相
一心

一生
」
卜
軽
慢
上
更

征
Ｔ
破
コ
宿

善
）
之
損
上
、
而
ソ却
テ有
口
結
〓逆
縁
・之
益
上
、
故
二
不
レ
厳
〓
其
ノ

身

・ヲ故
二下
種
ノ
教
主
ハ唯
是
レ
凡
身
ノ
当
体
也
、
止
観
第
六
二
云
ク

和
光
同
塵
ハ
結
縁
之
始
メ
八
相
成
道
ハ
以
√
鴨
其
ノ終
“
等
一バ
云
、

然
ハ
則
種
脱
ノ
形
貌
文
義
分
明
也
、
本
述
約
身
約
位
ノ
釈
可
”

思
”
之
レ
フ。

問
フ今
日
、
本
門
寿
量
ノ
教
主
ハ唯
為
一
ャ
脱
益
ノ
教
主
・卜亦
是
レ
下

種

教
主

り
耶ャ
、
若
ン云
一
ハ
亦
是

下
種

教
主
一既

．色
相
荘
厳
　
　
ｌｏ

仏
身

り
何

是

下
種

教
主

ラ
ン
耶ャ
、
若
ン云
「
ハ
但
為
二
脱
益

教
主
・既
二有
コ
在
世
下
種
之
人

謂
ク
発
起
等
ノ
四
衆
ノ中
ノ
結
縁

衆

虫皇
非
尊在
世
下
種
・脂
、
況
ノヤ
五
千
起
去

類
既

．聞
一略

開
一フ即
為
⇒
下
種
掛
至
〓
涅
槃
経
等
・二即
是
レ
得
脱
ス、
況
ギ
復
前

文

．云

於
一
在
世
・始
ァ聞
二
八
品

人
天
等
或

聞
二
一
句

一
掲

等
・為
二
下
種
一等
メ
ム、
述
門
尚
爾

況
ノヤ
復
本
門

乎ャ
、
故

．

知
ヌ今
日
、
寿
量
ノ教
主
亦
是
レ
下
種
ノ
教
主
ナ
ル
９
何
ゾ
但
云
⇒
脱

益

教
主
一耶
答

今
日
寿
量

教
主

但
是

在
世
脱
益

教

主

　

非
二
是

末
法
下
種

教
主
・也
、
在
世

下
種

者
唯
是

発
心
下
種

　

非

・是

聞
法
下
種
・也
、
当
レ
知

下
種

即
有

二
義
・所
レ
謂
聞
法

発
心

也
、
妙
楽
云

聞
法

為
レ
種

発

心
ヲ
為
【
卜
芽
卜
是
レ
也
、
此
二有
デ

一重
ノ
秘
伝
・又
各
有
ヵ
通
局
一

也
、
謂
ク
一
二
ハ権
実
相
対
証
真
玄
ノ私
記
第

一
二
云
ク
最
初
聞

法
ハ
必
ス
是
レ
円
教
若
碁
鴨
ハ発
心
・フ大
小
不
レ
定
ラ
等
一ム
云
、
文
ノ

意
ハ
最
初
ノ
聞
法
下
種
ハ
必
ス
是
レ
法
華
ノ
円
教
ナ
リ
Ｊ
ム
妙
楽
云
ク

ト
ハ　
　
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
レ　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
ノ

不
下
以
二余
経
・為
夕
種

是

也
、
即
是

今
家
所
立

第

一

教
相
也
、
二
　
本
述
相
対
謂

最
初
聞
法
必

是

本
門
　
、



若
碁
乳
ハ
発
心
ゃ
権
述
不
定
也
一ム
云
、
即
是
レ
今
家
所
立
ノ
第
ニ
ノ

ニ
ハ　　　　　　　　　　　ク
　　　　　　　　　　　
ス　
　
レ　　　　　　　　　ヽ
γ

教
相
也
、
三
　
種
脱
相
対
謂

最
初
聞
法
必

自疋
文
底
、
若

論
二
発
心
・述
本
不
定
也
、
即
是

今
家
所
立

第
二

教
相
也
。

間

最
初
聞
法
必

是

文
底

証
文
如
何
、
答

を不
祖

云
　
一

念
三
千
ノ
法
門
但
法
華
経
ノ
本
門
寿
量
品
ッ
文
ノ
底
二秘
シ
沈
メ

給
　
、
非
・　
一
念
三
千

仏
種

有́
名
無
実
也
三
世
十
方

諸

仏
ハ
必
ス
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
フ
種
ト
シ
テ
成
］
仏
二給
ヘリ
、
或
ハ演
二

説
ス
レ
ｔ

一
乗
一以
〓
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
ゃ
可
【
為
車
下
種
・́卜不
”

知
”
由
来
一フ帰
等
．ム
云
。

間

若
ン込弧
・
発
心
一述
本
不
レ
定

証
文
如
何
、
答

玄
文
第

一
二
云
ク
並
二脱
並
二熟
並
二種
番
々
不
レ
息
マ等
一ム
云
、
妙
楽
云
ク

時
々
世
々
念
々
皆
有
利
種
等
ノ
〓
一相
・故
也
一ム
云
、
疏
ノ
第

一
記
ノ

第

一
ｊ
ム、
既
二
是
レ
世
々
番
々
時
々
念
々
二有
型
種
熟
脱
Ｌ
豆

非
一
鶴

ゾ本
不
碇
二節
ヽ
勢
に
知
ル
在

フ
世
ハ
ニ
皆
是
２

ノ衆

生
　
何

更

可
レ
論
二最
初
聞
法
一故

知

唯
是

発
心
下

種
ナ
リ
ヽ
若
シ
述
門
ノ
発
心
下
種
ハ即
是
レ
熟
益
ノ
摂
属
ナ
リ
ヽ
若
シ
本

門
ノ
下
種
ハ
即
是
レ
脱
益
ノ
摂
属
也
、
故
二今
日
寿
量
ノ
教
主
ハ
但

是

在
世

本
門

脱
益

化
主

　

而
非
二末
法

本
門
下
種

教

主

一
故

二
判

車
ル
彼

レ
ハ
脱

此

レ
ハ
種

・ 卜
也

、

然

生

有

ル
師

不

レ
知

一
下

種
ノ
両
義
↓
不
レ
知
彰
両
義
ノ
通
局
↓
不
レ
知
ゴ

一重
ノ
秘
伝
）
但
見
〓

在
世
下
種
ノ
文
）
執
一
彼
ノ
脱
益
ノ
教
主
“
即
為
車末
法
下
種
′
本

尊

・ 卜自

ラ
謬

り
々

四
他

フ
悲

ィ
哉

悲

ィ
哉

。

コ
一一
明
車所
説
ノ
法
体
″者
、
間
フ種
脱
ノ
法
体
応
〓是
レ
一
体
・ナルヽ

其
ノ
故
二在
世
脱
益
是
レ
化
導
ノ終
り
讐
ヘバ
如
， 去
年
ノ
秋
マ

末
法

下
種
是
レ
化
導
ノ
始
メ
警
ヘバ
如
⇒今
年
ノ春
マ

然
ル
ニ
以
一
去
年
ノ

秋
ノ
菓
ゃ
即
為
車今
年
ノ
春
ノ
種
・卜故
二菓
即
種
ナ
リ
非
車菓
卜
与
レ
種

是
レ
別
体
・́ナル
二ヽ　
唯
以
け
在
リ
フ去
年
ノ
秋
〓即
名
テ
為
”
菓
卜
、
以
け

在
コ
フ
今
年
ノ
春
一名
け
之
レ
フ
為
【
種
卜
、
其
ノ
名
雖
」
殊
ナ
リト
其
ノ
体

全
ク
同
シ故
二
以
一
在
世
化
導
ノ終
ノ
脱
益
ノ
一
品
二
半
ノ
法
体
ゃ
即

為
〓
ヘシ
末
法
化
導
ノ始
ノ
下
種
ノ
法
体
＝
何
ソ
可
一
種
脱
ノ
法
体
異
一ナル

耶
、
答

此

義
不
レ
爾
フ今
若

仮
レ
讐

且

如
一
田
家
・脱
」
ル
フ

糟
ヲ
曰
は
米
卜
不
四
ヲ
脱
セ
名
”
籾
卜
米
ハ
以
テ
養
”
命
ヲ
籾
ハ即
成
四
種
卜
、

米
ハ
如
″
文
上
脱
益
ノ
一
品
二
半
マ

籾
ハ如
↓
文
底
下
種
ノ
題
ロ
ノ

五
字
マ

仏
ハ
以
”
米
フ
与
一在
世
ノ
衆
生
一養
”
メ
法
身
ノ
恵
命
マ

州
胴
哨
引
劃
『
Ｊ
斜
「
Ｊ
嗣
「
利
引
引
判
釧
明
劃
馴
ピ‐、―ヽ
故
ニ

一不
一彼

ハ
一
品
二
半
、
此

ハ
但
題
目

五
字

一也
、
若

ン以
〓
糠
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米
一即
為
二種
子
Ｌ
里
可
レ
得
レ
菓

耶
余
穀
例
　
爾

也
、
又
如
二

ノ
　
　
ノ
　
　
ハ　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ト
　
　
ノ
　
　
　
　
ク
　
　
ル
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
ノ
　
　
ハ

瓜
等
一瓜

実

不
レ
成
二種
子
・瓜

核
能

成
二種
子
Ｌ

瓜

実

如
二
文
上
脱
益
　
一
品
二
半

瓜

核

如

一文
底
下
種

題
目

五

字
ヽ

瓜

実
能

除
レ
熱

潤
レ
喉

故

仏

以
■

口聖

一半

瓜

実
ヽ

与

・在
世

衆
生

除
一無
明

熱

潤

・法
性

喉
Ｌ

瓜
核

成
レ
種

能

生
レ
菓

故

仏
以
二妙
法
五
字

瓜
核
・付
二属

本

化

菩
薩

ヽ

下
・
末
法

衆
生

信
心

畑
ヽ

故

云
二
彼

　

一

品
二
半
此
　
但
題
目

五
字
一也
、
若

以
二
瓜

核
・不
レ
為
・

種
子
Ｌ
豆
可
レ
得
レ
菓

耶
余
菓
例
　
爾

也
。

こ
こ
に
お
い
て
は

①
　
在
末
の
機
縁
を
明
す

②
　
能
説
の
教
主
を
明
す

③
　
所
説
の
法
体
を
明
す

こ
の
三
つ
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
寛

師
は

「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」
を
用
い
て
説
明
を
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

分
り
易
い
文
章
で
す
の
で
、
説
明
に
説
明
を
加
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
整
理
の
為
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く

様
な
気
持
で
確
認
す
る
と
、

①
の
在
末
の
機
縁
を
明
す
の
答
え
と
し
て
、

「疏
十
」
を
引

い
て「本

未
有
善
不
軽
以
け
大
フ
而
強
塾
母
ス
之
レ
ヲ
等
一ム
こ

と
示
し
、
釈
尊
中
心
の

「本
已
有
善
」
か
ら
、
法
中
心
の

「本
未
有
善
」
を
常
不
軽
菩
薩
の
存
在
を
通
し
て
示
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。

②
の
能
説
の
教
主
を
明
す
に
お
い
て
も
、

「本
已
有
善
」
は
色
相
荘
厳
の
本
果
の
仏
が
教
主
で
あ
り
、

「本
未
有
善
」
の
逆
縁
の
衆
生
に
対
す
る
教
主
は
凡
身
の
当

体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「在
世
ノ
下
種
卜
者
唯
是
レ
発
心
下
種

ラ
テ
非
コ
是
レ
聞
法
下
種
一

也
」

と
示
し
、
釈
尊
を
中
心
に
置
い
た
弟
子

・
衆
生
と
の
機
縁
に

よ
っ
て
起
る
発
心
下
種
と
法
を
中
心
に
お
い
た
聞
法
下
種
の

決
定
的
な
違
い
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

③
の
所
説
の
法
体
を
明
す
に
お
い
て
も
、
「本
已
有
善
」

「本

未
有
善
」
の
表
現
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
文
章
の
い
わ
ん
と

し
て
い
る
点
は

「本
已
有
善
」

の
衆
生
に
は

一
品
二
半
、
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「本
未
有
善
」
の
衆
生
に
は
但
題
目
の
五
字
な
り
と
、
相
対

し
て
破
折
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
日
寛
上
人
が

「本
己
有
善
」

「本
未
有
善
」

の
表
現
を
挙
げ
て
示
さ
れ
た
①
②
③
の
項
目
は
全
て
、
い
か

に

「本
未
有
善
」
の
末
法
と
い
う
時
代
と
衆
生
が
、
仏
法
の

源
で
あ
る
本
因
妙
の
仏
法
の
出
現
に
よ
っ
て
成
仏
を
遂
げ
る

縁
深
き
時
代
と
衆
生
で
あ
る
か
と
い
う

「本
已
有
善
」
を
破

折
す
る
為
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
あ
げ
る

「開
目
抄
文
段
」

倉
不
要
四
３
２
８
Ｐ
）

問

若
ン爾

末
法
亦
可
【
行
二摂
受
一耶
、
答

就
一摂
折
二
門
一

古
来
ノ
義
蘭
菊
ナ
リ
今
且
ク
約
】
五
義
．曹
云
。

一
．ス
者
約
車教
法
で

謂
ク
スＬ
レ
ハ其
ノ
大
旨
・フ法
華
ハ
正
ク
是
レ
折

伏
ノ
教
法
也
、
是
レ
則
法
華
ノ
開
顕
ハ破
⇒
爾
前
ノ
権
理
ャ
顕
尊
法

華
ノ
実
理
↓
也
、
玄
文
第
九
リ
バ
ク
法
華
折
伏
破
権
門
理
等
．ム
云
、

本
述
開
顕
准
例
孝
可
”
知
ル
。

二
．ス
者
約
車機
縁
で

謂
ク
若
シ
為
一一前
日
日
口
噂
衆
生
↓
以
一
摂

受
門
・フ而
将
二護
ス
之
・レヲヽ

若
シ
為
ゴ
困
因
日
曰
ノ
衆
生
）
以
一
折

州
［
袂
写
師
魏
鼎
脩

強
塁
母
之
一
等
一ム
云
。

三
．ス
者
約
二、ス　
時
節
ｆ

を不
祖
云
ク
於
一
末
法
一者
小
大
権
実
顕

密
共

有
レ
教
　
毎
ダ
得
道
■

閻
浮
提
皆
為
二謗
法
一畢

、

為
〓
ハ逆
縁
・但
限
り
妙
法
蓮
華
経

五
字
一曜
例

ハ如
・
不
軽
品
・

メ
ム
、
下
ノ
文
二
云
ク
設
ヒ
山
林

ぎ̈

ジ
ハ
ツ
テ

一
念
三
千
ノ
観
フ
コ

ラ
ス
ト
モ
時
機
ヲ
シ
ラ
ズ
摂
折
二
門
フ
ワ
キ
マ
ヘ
ズ
バ
争
冤

生
死
フ離
ル
ベ
キ
一ム
云
、
其
ノ
外
諸
文
不
レ
違
弓
枚
挙
．首
云
。

に
お
い
て
は

「本
尊
抄
文
段
」
と
同
様
の
説
明
で
す
が
、
特

に
異
な
る
点
は

「本
已
有
善
」
を
摂
受
。

「本
未
有
善
」
を

不
軽
の
而
強
毒
之
を
示
し
、
逆
縁
折
伏
と
規
定
し
て
い
る
点

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
引
用
を
、
も
う
少
し
分
り
易
く
す
る
為
に
、

私
な
り
に

「本
已
有
善
」
を
上
段
に
、

「本
未
有
善
」
を
下

段
に
、

「本
已
有
善
」
の

「本
」
は
…
…

「本
未
有
善
」
の

「本
」
は
…
…
と
、
比
較
し
て
整
理
し
て
み
ま
し
た
。
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◎
本
已
有
善

未
↑
本
は
始
ま
り
、
出
発
、
源
と
い
う
意
味
と
な
り
ま
す
。

釈
迦
牟
尼
仏
の
源
は
、
本
来
久
遠
元
初
で
す
が
、
釈
尊

一

代
説
法
の
主
体
は
、
釈
尊
を
主
人
公
と
し
た
久
遠
実
成
の
成

仏
と
因
縁
話
し
で
あ
り
ま
す
。
弟
子
、
衆
生
に
対
し
て
の
説

法
も
、
五
仏
同
道

（総
諸
仏

・
過
去
仏

・
未
来
仏

。
現
在
仏

・
釈
迦
仏
の
五
仏
が
必
ず
同
じ
説
法
の
手
順
を
取
る
。
三
世

十
方
の

一
切
の
諸
仏
は
衆
生
を
化
導
す
る
た
め
に
、
ま
ず
長

期
に
渡

っ
て
諸
々
の
権
経
を
説
き
、
後
に
出
世
の
本
懐
と
し

て
法
華
経
を
説
き
、
か
り
の
教
え
で
あ
る
三
乗
を
開
い
て
真

実
の

一
仏
乗
に
帰
入
さ
せ
る
と
い
う
教
化
の
儀
式
が
同

一
）

の
範
中
で
、
釈
尊
自
身
が
法
華
経
を
説
い
て
も
、
釈
尊
は
法

華
経
の
行
者
で
は
な
く
、
弟
子
、
衆
生
に
も
法
華
経
の
行
者

と
し
て
の
成
仏
は
説
示
し
て
い
な
い
。
上
行
菩
薩

（四
菩
薩
、

地
涌
の
菩
薩
）
の
涌
出
を
示
し
、
未
来
、
末
法
を
遠
望
し
、

滅
後
末
法
に
主
体
を
置
く
為
に
、
久
遠
元
初
の
説
示
は
無
い
。

よ
っ
て
在
世

・
正
法
時
代

。
像
法
時
代
の
衆
生
に
は
、
久

遠
元
初
も
久
遠
実
成
も
な
く
、
仏
に
成
り
切
っ
た
本
果
の
釈

尊
に
縁
す
る
こ
と
が
、
釈
尊
在
世
の
衆
生
の
本

（始
ま
り
、

出
発
、
源
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
本
未
有
善

未
↑
本
は
始
ま
り
、
出
発
、
源
と
い
う
意
味
と
な
り
ま
す
。

本
未
有
善
は
末
法
衆
生
を
指
し
た
表
現
で
す
か
ら
、
釈
尊

と
の
縁
を
切

っ
て
上
行
と
の
縁
に
切
り
換
り
ま
す
。
釈
尊

（仏
）
主
人
公
、
中
心
か
ら
釈
尊
を
伝
道
者
、
管
と
し
て
、

付
属
さ
れ
た
主
体
の
法
を
中
心
に
切
り
換
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

釈
尊
が
説
い
た
法
華
経

（南
無
妙
法
蓮
華
経
）
で
は
な
く
、

釈
尊
が
悟

っ
た
南
無
妙
法
蓮
華
経

（久
遠
元
初
の
本
因
妙
の

法
）
を

一
切
の
諸
仏

・
諸
菩
薩

・
森
羅
萬
象

。
一
切
衆
生
、

平
等
で
同
時
の
、
始
ま
り
、
出
発
、
源
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。天
台

。
妙
楽

・
伝
教
等
は
進
ん
で
は
在
世
法
華
経
の
時

に
も
も
れ
さ
せ
給
い
ぬ
、
退
い
て
は
滅
後
末
法
の
時
に
も

生
れ
さ
せ
給
は
ず
中
間
な
る
事
を
な
げ
か
せ
給
い
て
末
法

の
始
を
こ
ひ
さ
せ
給
う
御
筆
な
り

「撰
時
抄
」
（全
集
２
６
０
Ｐ
）

と
、
示
さ
れ
る
こ
の
恋
す
る
主
体
は
、
釈
尊
で
は
な
く
、
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
法
が
中
心
と
な
る
末
法
を
指
し
て
い
ま
す
。

正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法
の

一
時
に
劣
る
か

「報
恩
抄
」

（全
集
３
２
９
Ｐ
）
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本
無
今
有

（本
無
く
し
て
今
有
り
。
久
遠
本
地
を
あ
ら
わ

さ
ず
、
今
日
の
垂
述
の
み
を
示
す
。
）

戸
〕
は
下
種
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

釈
尊
の
教
化
を
受
け
て
最
後
に
法
華
経
の
説
法
に
縁
し
て

も
、
釈
尊
の
教
化
に
縁
す
る
事
を
下
種
と
考
え
る
基
本
理
念

で
は
、
灰
身
滅
己

・
煩
悩
退
治
に
よ
る
悟
り
を
成
仏
と
理
解

す
る
事
が
目
的
と
な
る
。

法
華
経
の
行
者
と
し
て
生
き
る
姿
の
成
仏
は
、
在
世
も
正

法
時
代
も
像
法
時
代
に
も
出
来
な
い
。

す
で已
に
と
表
現
し
て
も
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
下
種
で
は
な

い
。

（上
行
に
の
み
付
属
し
た
の
だ
か
ら
）
釈
尊
と
の
師
弟

関
係
こ
そ
が
下
種
と
解
釈
さ
れ
て
、
そ
の
事
を
已
に
と
言
う
。

釈
尊
主
の
師
弟
関
係
は
精
米
し
た
米
を
釈
尊
か
ら
頂
く
と

い
う
関
係
。
食
べ
て

一
時
は
腹
が
膨
れ
、　
一
人

一
人
の
生
命

維
持
は
出
来
る
が
、
個
人
で
終
り
、　
一
切
衆
生
成
仏
の
他

へ

の
下
種
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

法
は
元
々
全
て
の
生
命
に
平
等
に
本
然
と
し
て
あ
る
も
の

で
仏
が
発
明
し
た
も
の
で
も
、
仏
の
所
有
物

・
専
有
物
で
も

な
い
。

t未
は
、
釈
尊
か
ら
の
下
種
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

釈
尊
中
心
か
ら
南
無
妙
法
蓮
華
経
根
本
に
切
り
換
る
の
で

す
か
ら
、
釈
尊
の
縁
に
未
練
を
持
つ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

久
遠
元
初
本
因
妙
の
縁
因
。
末
法

一
切
衆
生
に
は
、
元
々
、

正
因
仏
性
、
了
因
仏
性
は
、
十
界
互
具
、　
一
念
三
千
と
し
て

具

っ
て
い
る
。

五
仏
同
道
の
手
順
も
い
ら
な
い
。
妙
法
の
み
の
強
縁

。
強

折
。上
行
菩
薩
に
結
要
付
属
し
、
末
法

一
切
衆
生
成
仏
こ
そ
が

「毎
自
作
是
念
」
の
目
的
。

常
不
軽
菩
薩
の
行
体
に
よ
っ
て
、
そ
れ
迄
の
灰
身
滅
己
、

煩
悩
退
治
の
成
仏
を
完
全
に
否
定
。

仏
か
ら
、
何
か
種
を
他
所
か
ら
持

っ
て
来
る
か
、
仏
自
身

が
無
量
に
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
授
け
て
貰
う
と
成
仏
す
る

の
か
。
仏
に
、
自
分
に
具
わ
る
仏
性
に
気
づ
か
さ
れ

（縁
）

法
華
経
の
行
者
と
し
て
生
き
る
事
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
と
考

え
る
の
か
。
後
者
で
な
け
れ
ば
仏
と
衆
生
の
絶
対
の
平
等
は
、
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虚
妄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

仏
に
成
仏
さ
せ
て
貰
う
の
で
な
く
仏
の
生
命
を
元
々
持

っ

て
い
る
事
に
気
づ
か
せ
て
貰
う
事
を
、
敢
え
て

「下
種
」
と

表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

常
不
軽
菩
薩
の

我
深
敬
汝
等
不
敢
軽
慢

所
以
者
何
汝
等
皆
行
菩
薩
道

当
得
作
仏

の
二
十
四
文
字
の
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
下
種
折
伏
の
内

容
を
拝
し
て
も
、
仏
の
生
命
に
気
付
か
せ
る
事
を
下
種
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
に
関
し
て
基
本
的
に
混
乱
が
あ
り
、
本
因
の
土
俵

で
本
果
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
本
果
の
土
俵

で
本
因
を
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
を
続
け
、
釈
尊
か
日
蓮
か

と
い
う
判
断
に
長
年
混
迷
し
て
い
る
。

釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
の
根
本
も
日
蓮
の
因
行
果
徳
の

二
法
も
同
じ
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
の
で
あ
り
ま
す
。

釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具

足
す
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然
に
彼
の
因
果
の

功
徳
を
譲
り
与
え
給
う
。
「観
心
本
尊
抄
」
（全
集
２
４
６
Ｐ
）
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右
口
る

（成
仏
が
）
と
言

っ
て
い
る
が
、
釈
尊
と
の
縁
が
全

て
で
、
已
に
成
仏
の
資
格
が
有
る
と
言
う
が
、
無
い
。

ど
こ
ま
で
も
釈
尊
と
の
縁
が
出
発
な
の
で
、
三
千
塵
点
劫

・
五
百
塵
点
劫

・
久
遠
実
成
と
、
ど
こ
に
始
ま
り
を
求
め
て

も
、
釈
尊
と
の
機
縁
が
源
で
あ
る
か
ら
、
弟
子

。
衆
生
も
個
々

の
機
根
に
よ
る
修
行
で
、　
一
切
諸
仏
の
因
行
果
徳
の
二
法
は

妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
根
本
と
す
る
所
の
成
仏
は
無
い
。

多
聞
第

一
の
阿
難
で
さ
え
も
法
華
経
根
本
の
成
仏
で
は
な

い
。三
千
塵
点
劫
を
説
示
し
た

「化
城
喩
品
第
七
」
の
内
容
か

ら
す
れ
ば
、
大
通
智
勝
仏
が
源
で
釈
尊
は
１６
王
子
の
１６
番
目
、

大
通
智
勝
仏
か
ら
法
華
経
の
説
法
を
受
け
た
事
に
よ
り
、
未

来
釈
迦
如
来
と
し
て
法
華
経
を
衆
生
に
説
い
た
と
い
う
関
係

久
遠
元
初
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
主
と
す
れ
ば
、
そ
の
事

を
悟
ら
れ
人
法

一
箇
さ
れ
た
法
華
経
の
行
者
は
、
唯

一
、
日

蓮
し
か
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
蓮
は
衆
生
に
仏
の

生
命
が
具

っ
て
い
る
こ
と
を
気
付
か
せ
る
植
手
。
釈
尊
下
種

の
米
は
精
米
。
日
蓮
植
手
の
米
は
籾
つ
き
で
、
法
に
叶
え
ば

無
量
無
辺
の
実
を
永
遠
に
得
て
、

一
切
衆
生
に
成
仏
の
平
等

利
益
を
与
え
る
種
な
の
で
あ
り
ま
す
。

右
口
ら
ず

（成
仏
が
）
と
言

っ
て
い
る
が
、

一
切
衆
生
に
は

元
々
仏
の
生
命
が
具

っ
て
い
る
。

末
法
は
仏
の
存
在
、
法
の
存
在
さ
え
も
信
じ
な
い
法
滅
、

無
仏
の
荒
凡
夫
の
時
代
故
に
、
在
世
、
正
法
時
代
、
像
法
時

代
の
釈
尊
中
心
の
縁
は
無
い
。

妙
法
を
基
と
し
、　
一
切
森
羅
万
象
、
平
等
に
妙
法
の
縁
を

有
す
る
。

日
蓮
は
法
華
経
の
行
者

（上
行
再
誕

・
常
不
軽
菩
薩
の
跡

を
継
ぐ
）
の
自
覚
を
持
ち
法
華
経
の
行
者
と
し
て
成
仏
す
る

こ
と
を
身
を
持

っ
て
示
し
た
。

只
、
単
に
、
仏
性
を
持

っ
て
い
る
か
ら
成
仏
出
来
る
の
で

は
な
く
、

①
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
生
命
を
具
し
。



な
の
だ
か
ら
、
釈
尊
を
本
尊
と
拝
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
っ

て
大
通
智
勝
仏
を
本
尊
と
す
る
か
大
通
智
勝
仏
が
悟

っ
た
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
と
し
な
け
れ
ば
、
根
本
は
無
い
事
に

な
る
。

釜
口

（成
仏
）
釈
尊
の
本
果
を
本
と
し
、
灰
身
滅
己

・
煩
悩

否
定
の
成
仏
の
為
十
界
互
具

。
一
念
三
千
の
成
仏
で
は
な
い
。

釈
尊
を
中
心
に
し
た
個
人
個
人
の
機
根
に
よ
る
成
仏
の
為
、

一
切
衆
生
成
仏

。
永
遠
常
住

・
不
改
本
位
の
成
仏
で
は
な
い
。

人
間
だ
け
を
対
照
に
し
た
善

（成
仏
）
で
あ
り
、
人
間
以

外
の
生
命
に
対
す
る
展
開
は
な
い
。

②
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
生
命
に
目
覚
め
。

③
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
生
き
方
を
し
。

④
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
仏
に
な
る
。

こ
と
を
日
蓮
は
説
い
て
い
る
。

釜
口
（成
仏
）
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
を
根
本
と
し
た
成
仏
。

倶
出
霊
鷲
山

・
常
在
霊
鷲
山

・
霊
山

一
会

。
一
切
諸
仏
諸

菩
薩

。
一
切
衆
生
が
絶
対
平
等
の

一
念
三
千
の
妙
法
を
根
本

と
確
認
し
合
う
、
永
遠
常
住

・
不
改
本
位
の
成
仏
。

国
難
を
顧
み
ず
五
五
百
歳
を
期
し
て
之
を
演
説
す
乞
い

願
く
ば

一
見
を
歴
来
る
の
輩
は
師
弟
共
に
霊
山
浄
土
に
詣

で
て
三
仏
の
顔
貌
を
拝
見
し
た
て
ま
つ
ら
ん

「観
心
本
尊
抄
」

（全
集
２
５
５
Ｐ
）

つ
´

以
上
、
説
明
が
重
複
し
て
い
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
何
が

「本
」
で
、
何
が

「已
」
で
、
何
が

「未
」
で
、

何
が

「有
」
で
、
何
が

「善
」
な
の
か
、
近
年
曖
味
に
さ
れ

て
来
た
も
の
に
対
し
て
、
敢
え
て
対
比

・
説
明
を
加
え
、
ま
っ

た
く

「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」
が
次
元
の
違
う
も
の

で
あ
る
事
を
提
示
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
事
か
ら
分
る
様
に
、
日
寛
上
人
の
著
述
に
お
け
る

「本
未
有
善
」
は

「本
已
有
善
」
を
破
折
す
る
為
に
用
い
た

表
現
で
あ
り
ま
す
。

「本
已
有
善
」
と

「本
未
有
善
」
が

「已
」
と

「未
」
の

一
字
違
い
の
対
句
の
様
に
な
っ
て
い
る
為
、
時
代
が
流
れ
、

文
字
通
り
の
直
訳
解
釈
が
横
行
し
、
替
え
ば
、

「南
無
」
を

帰
依

・
帰
命
と
解
釈
せ
ず
南
に
無
い
、
北

。
東

・
西
に
は
あ



る
と
理
解
し
て
い
る
の
と
同
じ
、
幼
稚
に
そ
の
ま
ま
に
読
ま

れ
、
そ
の
ま
ま
に
解
釈
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
に
誤
解
さ
れ
、
釈

尊
の
下
種
を
受
け
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
衆
生
が
末
法
で
日

蓮
大
聖
人
様
か
ら
下
種
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、

「本
已
有

善
」

「本
来
有
善
」
の
二
つ
を
く

っ
つ
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
の
解
釈
が
出
来
上

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
想
像
出
来
る

の
で
あ
り
ま
す
。

冒
頭
に
引
用
し
た

「日
興
遺
誡
置
文
」
（学
林
版
４
Ｐ
）

「夫
れ
以
れ
ば
末
法
弘
通
の
恵
日
は
極
悪
謗
法
の
闇
を
照

し
、
久
遠
壽
量
の
妙
風
は
伽
耶
始
成
の
権
門
を
吹
き
払
う
。

於
戯
仏
法
に
値
う
こ
と
希
に
し
て
喩
を
曇
華
の
苺
に
仮
り

類
を
浮
木
の
穴
に
比
せ
ん
、
尚
以
て
足
ら
ざ
る
も
の
か
、

愛
に
我
等
、
宿
縁
深
厚
な
る
に
依
て
幸
に
此
の
経
に
遇
い

奉
る
こ
と
を
得
た
り
、
随

っ
て
後
学
の
為
に
条
目
を
筆
端

に
染
む
る
事
、
偏
え
に
廣
宣
流
布
の
金
言
を
仰
が
ん
が
為

な
り
。
」

の
基
本
姿
勢
こ
そ
が
、
日
蓮
大
聖
人
の
教
え
で
あ
り
、
本
因

妙

。
文
底
と
称
す
る
根
底
な
の
で
あ
り
ま
す
。

本
因
の
物
差
し
で
、
本
果
を
計
る
事
は
出
来
て
も
、
本
果

の
物
差
し
で
本
因
を
計
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
蓮
正
宗
は
、
こ
の
種
の
混
乱
を
幾
つ
も
、

幾
年
も
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
寛
上
人
の

「依
義
判
文
抄
」

（宗
要
六
巻
１
４
４
Ｐ
）
に

「末
法
の
衆
生
は
皆
是
れ
本
未
有
善
に
し
て
最
初
下
種
の

直
機
な
り
」

の
御
文
を
引
用
し
、

「順
縁
」
と

「逆
縁
」
と
い
う
点
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
　
在
世

。
正
法
時
代

・
像
法
時
代
は

「順
縁
の
折
伏
」
で

あ
り

「順
縁
広
布
」
。

○
　
末
法
は

「逆
縁
の
折
伏
」
で
あ
り

「逆
縁
広
布
」
。

○
　
日
蓮
大
聖
人
の
時
代
は

「逆
縁
広
布
」
。

○
　
私
達
の
時
代
は

「順
縁
広
布
」
。

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
何
故
こ
ん
な
事
が
言
え
る
の
で

し
よ
う
か
。

日
蓮
大
聖
人
の
示
さ
れ
た
法
は
法
華
経
を
依
り
所
と
し
て
、

十
界
互
具

。
一
念
三
千
の
、
チ
リ

一
つ
で
さ
え
の
生
命
に
至

る
迄
、
仏
に
な
る
事
が
出
来
る
事
を
説
い
た
教
え
で
あ
り
ま

す
。

つ
ま
り

「十
界
至
上
主
義
」

「凡
夫
至
上
主
義
」
森
羅

万
象
に
十
界
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
し
、
凡
夫
な
ら
ざ
る
も
の

は
な
し
と
い
う
教
え
な
の
で
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
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爾
前
の
教
え
の
様
に
、
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生
等
の
生
命
を
退

治
し
、
迷
い
を
無
く
し
、
床
の
間
の
鋳
物
の
飾
り
の
様
に
不

動

。
固
定
化
し
、　
一
度
迷
い
心
、
地
獄
の
心
を
退
治
し
た
ら
、

二
度
と
後
戻
り
し
な
い
な
ど
と
い
う
歴
劫
修
行

。
灰
身
滅
智

の
教
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

な
ら
ば

「順
縁
」

一
度
信
仰
心
を
持

っ
た
な
ら
ば
、
二
度

と
不
信
の
心
、
解
怠
の
心
を
持
た
な
い
と
い
う
心
な
ど
、
世

の
中
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

悟

っ
た
り
迷

っ
た
り
、
信
じ
た
り
疑

っ
た
り
、
信
行
に
励

ん
だ
り
怠
け
た
り
。
地
獄
界
か
ら
仏
界
迄
の
生
命
が
ク
ル
ク

ル
と
瞬
間
瞬
間
に
変
化
す
る
生
命
の
為
、
逆
縁
は
あ

っ
て
も

不
変
不
動
の
順
縁
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

な
ら
ば
当
然

「順
縁
広
布
」
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け

「御
授
戒
」
を
受
け

「御
本
尊
下

附
」
を
さ
れ
て
も
、
迷
い
の
心
、
地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生

・
修

羅
の
三
悪
四
趣
の
心
を
な
く
す
事
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
順
縁
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
縁
し
か
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
久
遠
や
、
五
百
塵
点
劫
、
三
千
塵
点
劫
、
在

世
、
正
法
時
代
、
像
法
時
代
は
本
当
に
順
縁
世
界
な
の
か
と

考
え
る
と
、
警
え
ば
、
釈
尊
の
時
代
に
お
い
て
も
、
阿
闇
世

王
、
提
婆
達
多
の
様
な
存
在
が
い
て
、
改
心
す
れ
ば

「順
縁
」

と
な
り
、
以
後
、
心
の
転
変
が
な
い
と
い
う
事
は
、
物
語
上

は
あ
っ
て
も
、
生
身
の
人
間
に
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。　
一
念
三
千
の
生
命
の
本
質
は
、
ど
ん
な
時
間
の
変
化
に

も
国
土
の
変
化
に
も
、
そ
の
時
代
の
仏
の
名
称
や
役
割
の
変

化
に
も
、
何
も
変
わ
る
事
は
な
く
、
同
質
な
の
で
あ
り
ま
す
。

「五
仏
同
道
」
の
衆
生
を
誘
引
し
導
く
、
方
便
の
論
理
物
語

と
し
て
、

「順
縁
」
を
示
し
た
の
で
あ

っ
て
、
元
初
よ
り
森

羅
万
象
の
生
命
は
自
分
自
身
で
も
、
仏
に
よ
っ
て
も
御
し
難

い
元
品
の
無
明
と
い
う
暗
闇
を
、
誰
も
が
抱
え
持

っ
て
い
る

存
在
な
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は

「順
縁
」
を
否
定
す
る
の
か
、
世
界
中
の
人
が

日
蓮
大
聖
人
の
説
い
た
教
え
を
信
ず
る
と
い
う
目
標
を
投
げ

捨
て
否
定
し
、
そ
の
目
標
を
訴
え
る
者
を
あ
ざ
け
り
笑
う
の

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に

「逆
縁
」
の
世
の
中
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
悟

っ
た
り
迷

っ
た

り
。
信
じ
た
り
疑

っ
た
り
。
信
行
に
励
ん
だ
り
、
怠
け
た
り
。

の
瞬
間
瞬
間
の
順
縁
の
心
は
、

「正
直
為
本
」
と
し
て
大
切

な
事
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
瞬
間
の

「順
縁
」
は
当
然
認
め

る
事
が
出
来
ま
す
が
、
森
羅
万
象
全
て
の
生
命
の
基
礎
基
盤

は

「逆
縁
」
な
の
で
あ
り
ま
す
。
「逆
縁
」
の
中
に

「順
縁
」
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は
生
じ
る
が

「順
縁
」
の
中
に
は

「逆
縁
」
は
悪
で
あ
り
敵

で
あ
り
、
認
め
て
は
い
け
な
い
存
在
な
の
で
あ
り
ま
す
。

「順
縁
」
の
中
に

「逆
縁
」
は
同
居
す
る
事
が
出
来
な
い
が
、

「逆
縁
」
の
中
に

「順
縁
」
は
同
居
す
る
事
が
出
来
る
の
で

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「化
城
即
宝
処
」
「生
死
即
涅
槃
」

「煩
悩
即
菩
提
」
「九
界
即
仏
界
」
と
い
う
論
理
が
成
立
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

も
し
、
権
力
者
、
王
様
の
よ
う
な
存
在
が
、
権
力
、
武
力
、

圧
政
で
信
心
を
強
要
し
て
、
国
中
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
形

の
上
で
信
仰
者
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
信
仰
は

一
人

一
人
が

心
の
底
か
ら
信
じ
る
気
持
で
、
法
を
納
得
し
、
歓
び
、
他
人

に
も
伝
え
よ
う
と
い
う
心
で
信
じ
な
い
限
り
、
信
心
で
は
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
信
心
の
団
体
で
あ
る
な
ら
ば
順
縁
の
団

体
の
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
好
き
嫌
い
に
は
じ
ま
り
静

い
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
逆
縁
の
衆
生
の
集
り
だ
か
ら
で
す
。

妙
法
を
信
じ
た
り
、
迷

っ
た
り
の
中
で
修
行
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
権
力
、
武
力
で
の
広
宣
流
布
は
広
宣
流
布
で

は
な
い
の
で
あ
り
、
常
不
軽
菩
薩
の
二
十
四
文
字
の
未
来
に

存
在
す
る
広
宣
流
布
と
は
異
質
な
、
法
華
経
の
教
え
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。
当
然
そ
れ

を
順
縁
広
布
、　
一
切
衆
生
成
仏
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。私
達
信
仰
者
は
、
御
授
戒
を
受
け
、
御
本
尊
様
を
下
附
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
で
自
分
達
を
撰
ば
れ
し
者
と
想

い
、
買
い
被

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
度
し
難
く

御
し
難
い
逆
縁
の
衆
生
だ
か
ら
こ
そ
、
妙
法
に
縁
す
る
事
が

出
来
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
し
い
法
を

信
心
し
て
い
れ
ば
何
を
や
っ
て
も
赦
さ
れ
る
。
反
対
し
た
人

間
は
地
獄
に
堕
ち
る
と
い
う
傲
慢
な
考
え
で
、
妙
法
の
縁
を

断
絶
さ
せ
て
し
ま
う
衆
生
を
産
み
出
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
人
達
の
罪
だ
ろ
う
か
、
私
は
、
正
し
い
信
心
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
何
を
や
っ
て
も
赦
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る

者
の
謗
法
だ
と
考
え
る
。

釈
尊
在
世
、
正
法
時
代
、
像
法
時
代
、
末
法
時
代
と
釈
尊

中
心
の
釈
尊
の
カ
リ
ス
マ
性
を
中
心
に
し
て
仏
教
は
成
立
し

て
来
ま
し
た
。

「仏
教
」
と
い
う
言
葉
も
、
本
来
は

「仏
に

成
る
教
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「仏
が
説
い
た
教
」

で

「仏
教
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、

「正
法
時
代
」
は
釈
尊
が
註
唯
て
い
た
時
代
と
見
立

て
て
、
「像
法
時
代
」
は
、
釈
尊
の
像
を
慕

っ
て
、
「末
法
時

代
」
は
、
そ
の
釈
尊
の
存
在
さ
え
も
、
教
え
も
、
信
じ
る
事

の
出
来
な
い
衆
生
が
の
さ
ば
り
は
び
こ
る
時
代
の
事
を
言
う
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の
で
あ
り
ま
す
。
正
法
千
年
、
像
法
千
年
、
と
単
純
に
時
間

で
区
切
り
ま
す
が
、
そ
の
真
意
は
、
釈
尊
を
中
心
に
し
て
考

え
ら
れ
て
来
た
教
え
の
基
軸
が
二
千
年
の
時
間
と
共
に
希
薄

に
な
り
、

「末
法
時
代
」
に
は
、
釈
尊
で
は
な
く
、
釈
尊
が

悟

っ
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
源
の
法
の
出
番
が
無
け
れ
ば
、

一
切
衆
生
の
成
仏
は
無
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
は
、
法
華
経
の
中
で
予
行
演
習
が
示
さ
れ
て
い
る

事
な
の
で
あ
り
ま
す
。

述
門
十
四
品
は
釈
尊
を
中
心
に
し
た
在
世
の
教
え
で
あ
り
、

一
機

一
縁
の
授
記
が
成
さ
れ
る
教
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本

門
に
移

っ
て
行
く
と
、
授
記
は
な
く
な
り
、
全
体
の
衆
生
の

成
仏
が
説
か
れ
る
様
に
な

っ
て
来
ま
す
。
そ
し
て
、
常
識
的

に
考
え
れ
ば
、
述
門
か
ら
本
門

へ
、
よ
り
本
質
的
な
教
え
が

説
か
れ
る
様
に
な
る
と
い
う
事
は
、
因
縁
説
周

（下
根
）
↓

讐
説
周

（中
根
）
↓
法
説
周

（上
根
）
の
順
番
に
な
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
が
、
現
実
は
、
真
逆
で
、
法
説

周

（上
根
）
↓
普
説
周

（中
根
）
↓
因
縁
説
周

（下
根
）

へ

と
移
り
、
下
根
衆
生
の
成
仏
が
成
さ
れ
て
こ
そ
、
真
実
の
正

法
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

又
、
法
華
経
の
述
門
は
釈
尊
の
在
世
を
示
し
、
本
門
は
滅

後
を
示
し
て
い
る
事
か
ら
、
述
門
は
釈
尊
が
主
人
公
、
本
門

は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
が
主
人
公
な
の
で
あ
り
ま
す
。　
一

般
世
間
で
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
様
に
阿
弥
陀
如
来
を
生
命

懸
け
で
信
じ
ま
す
。
な
ら
分
る
け
れ
ど
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

の
様
に
妙
法
蓮
華
経
の
法
を
生
命
掛
け
で
信
じ
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
お
か
し
い
と
言
い
ま
す
。

（
『梅
原
猛
の
授
業

仏
教
』

（朝
日
文
庫
）
２２９
Ｐ
）
は
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

も
し
そ
れ
な
ら
ば

「化
城
喩
品
」
で
大
通
智
勝
仏
と
十
六
人

の
王
子
の
存
在
が
示
さ
れ
、
釈
尊
は
過
去
世
十
六
番
目
の
王

子
と
し
て
、
大
通
智
勝
仏
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
説
か
れ
た

と
し
ま
す
。
な
ら
ば
南
無
大
通
智
勝
仏
の
本
尊
と
し
て
拝
ま

な
い
の
で
し
よ
う
か
。
大
通
智
勝
仏
は
仏
、
十
六
王
子
は
子

供
で
し
か
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
千
塵
点
劫
を
明

す
場
面
の
大
通
智
勝
仏
と
十
六
王
子
を
繋
い
で
い
る
根
本
は

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
法
な
の
で
あ
り
ま
す
。
宝
塔
が
涌
現
し
、

釈
迦
仏
、
多
宝
仏
が
並
座
し
た
時
の
繋
い
で
い
る
根
本
も
南

無
妙
法
蓮
華
経
な
の
で
あ
り
ま
す
。
上
行
菩
薩
を
始
め
と
す

る
四
菩
薩
に
結
要
附
属
さ
れ
る
の
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
の

で
あ
り
ま
す
。
何
も
お
か
し
い
事
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

元
々
、
法
が
あ

っ
て
、
人
間
が
悟

っ
て
仏
に
な

っ
て
、
ま
だ

悟
れ
な
い
衆
生
に
、
法
を
悟

っ
て
成
仏
し
た
先
輩
と
し
て
教

え
る
。
そ
れ
が
仏
教
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
仏
が
中
心
で
な
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く
、
法
が
中
心
で
な
け
れ
ば
、
仏
法
は
成
立
し
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
さ
し
く
法
華
経
は
、

「仏
に
成
る
教
」
な
の
で

あ
り
ま
す
。

む
し
ろ
、
身
延
系
日
蓮
宗
と
教
え
を
同
根
と
す
る
人
々
が
、

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
乍
、
釈
尊
を
本
尊
と
し
て
拝
ん
で

い
る
事
事
体
が
、
ネ
ジ
れ
た
矛
盾
を
矛
盾
と
も
思
わ
な
い
姿

な
の
で
あ
り
ま
す
。

「末
法
の
衆
生
は
皆
是
れ
本
未
有
善
に
し
て
最
初
下
種
の

直
機
な
り
」

「依
義
判
文
抄
」
倉
不
要
六
巻
１
４
４
Ｐ
）

と
は
、
釈
尊
に

一
番
遠
い
、
末
法
の
衆
生
が
成
仏
を
す
る
に

は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
の
直
機
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
仏
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
の
直
機
に
よ
っ
て
仏
に
な
っ

た
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

末
法
は
、
種
の
中
に
熟
も
脱
も
含
み
、
全
て
が
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
法
を
根
本
に
、
全
て
の
始
ま
り
、
元
初
の
始
動
の
状

態
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
釈
尊
を
中
心
に
物
語
ら
れ
て
来
た

手
順
の
全
て
を
御
破
算
に
し
な
け
れ
ば
、
通
じ
な
い
機
根
の

時
代
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
ま
す
。

元
品
の
無
明
を
抱
い
て
い
る

「逆
縁
」
の
凡
夫
の
成
仏
を

一
念
三
千
の
法
と
し
て
主
張
し
、　
一
方
で
不
動
、
固
定
、
不

退
転
の

「順
縁
」
を
主
張
す
る
事
は
相
入
れ
な
い
矛
盾
で
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
を
基
底
に
す
る
か
を
考
え
れ
ば
、
当
然

「逆
縁
」
し
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
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